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平成20年　神無月

10
No.31

10月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口43,549人（+83）　男21,792人（+43）　女21,757人（+40）・世帯数15,013世帯（+65）

　９月、実りの秋を迎えた田んぼで、市内数カ所の小学校で児童たちが近隣農家の方の協力を
得て、稲刈り体験が行われました。
　児童たちは、たくさんの太陽の恵みを受け黄金色に色づいた稲穂を、慣れない “かま” の扱
いに悪戦苦闘しながら慎重に稲を刈り取り、農業の大切さと収穫の喜びをを文字どおり体で感
じ取っていました。きっと「食」に対する意識がはぐくまれることでしょう。

広
報

～稲の収穫に励む谷原小学校の児童たち～

実りの秋 ! 小学生が稲刈りに挑戦
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  平成１９年度決算
　

一
般
会
計
⇩
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を
な
す
会
計
で
、
行
政
運

　

営
の
基
本
的
な
経
費
全
般
を
計
上
す
る
会
計

　

特
別
会
計
⇩
特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理
す
る
た
め
に
設

　

置
さ
れ
た
、
一
般
会
計
と
は
別
に
独
立
し
た
会
計

●
自
主
財
源
⇩
地
方
公
共
団
体
が
市
税
な
ど
を
自
主
的
に
徴
収
ま
た
は
収

　

納
し
た
財
源

●
依
存
財
源
⇩
国
や
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て

　

ら
れ
た
り
す
る
財
源

●
繰
越
金
⇩
前
年
度
の
決
算
上
の
余
剰
金

●
繰
入
金
⇩
市
の
他
の
会
計
や
基
金
（
貯
金
）
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
る
も
の

●
諸
収
入
⇩
他
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
を
ま
と
め
た
も
の

●
地
方
交
付
税
⇩
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
税
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

●
国
庫
支
出
金
⇩
国
か
ら
市
の
特
定
の
経
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

　
（
補
助
金
な
ど
）

●
市
債
⇩
大
規
模
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
市
が
国
な
ど
か
ら
調
達
す
る

　

長
期
的
な
借
入
金

●
県
支
出
金
⇩
県
か
ら
市
の
特
定
の
経
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

（
補
助
金
な
ど
）

●
地
方
譲
与
税
⇩
国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
市
に

　

対
し
て
譲
与
す
る
も
の

自主財源
83億9,308万円5千円

（59.7％）

依存財源
56億6,370万6千円
（40.3％）

市　税
63億9,584万7千円
（45.5％）

繰越金
7億2,436万
　3千円
　（5.2％）

諸収入
3億8,343万5千円
（2.7％）

繰入金
5億6,879万3千円
（4.0％）

その他（※１）
3億2,064万7千円
（2.3％）

その他（※２）
3億8,455万7千円（2.7％）

県支出金
5億4,569万5千円
（3.9％）

地方譲与税
3億697万1千円（2.2％）

国庫支出金
8億6,600万9千円
（6.2％）

市　債
8億2,263万
5千円
（5.8％）

地方交付税
23億7,253万9千円
（16.9％） 地方特例交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
配当割交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

4,102万8千円
1億4,379万3千円
1億3,364万6千円
2,393万8千円
2,311万7千円
1,285万       円  
618万5千円

歳 入
140億5,679万
1千円

☆
財
政
用
語
の
解
説
（
●
⇩
歳
入
関
係
、
○
⇩
歳
出
関
係
）

※２内訳

※１内訳

1億4,736万9千円
1億2,572万5千円
4,343万7千円
411万6千円

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金

一般会計　歳入

　

平
成
19
年
度
に
お
け
る
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
歳
入
歳
出
決
算
が
９

月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
額
は
、
歳
入
が
１
４
０
億
５
６
７
９
万
1
千
円
、

歳
出
が
１
３
０
億
９
２
７
９
万
3
千
円
、
ま
た
６
つ
の
特
別
会
計

決
算
合
計
額
は
歳
入
が
１
１
４
億
４
１
１
３
万
1
千
円
、
歳
出
が

１
０
９
億
８
９
８
１
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
図
表
で
は
、
千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
に
お
い

て
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地方消費税交付金
3億6,530万円（2.6％）
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歳 出
130億
9,279万
3千円

〈 特 別 会 計 〉
会 計 名 歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 46億 8,485万 2千円 45億 4,568万 2千円
老 人 保 健 特 別 会 計 28億 3,163万 1千円 28億 2,750万 6千円
介 護 保 険 特 別 会 計 19億 1,329万 8千円 18億 1,101万 2千円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 16億 4,189万 6千円 14億 9,585万 9千円
農業集落排水事業特別会計 3億 1,723万 6千円 2億 5,917万 4千円
市 営 分 譲 住 宅 特 別 会 計 5,221万 7千円 5,058万 円
合 計 114億4,113万 1千円 109億8,981万 4千円

民生費
33億5,954万5千円
（25.7％）

○
民
生
費
⇩
福
祉
や
医
療
な
ど
の
充
実
の
た
め
の
経
費

○
土
木
費
⇩
道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設
整
備
の
た
め
の
経
費

○
教
育
費
⇩
幼
・
小
・
中
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
の
た
め
の
経
費

○
総
務
費
⇩
庁
舎
や
財
産
の
維
持
管
理
、
戸
籍
管
理
、
税
金
の
徴
収
な
ど

　

の
た
め
の
経
費

○
公
債
費
⇩
市
債
の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う
た
め

　

の
経
費

○
衛
生
費
⇩
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
健
康
増
進
、
ま
た
、
ご
み
処
理
な

　

ど
の
た
め
の
経
費

○
消
防
費
⇩
消
防
や
防
災
対
策
な
ど
の
た
め
の
経
費

○
農
林
水
産
業
費
⇩
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
の
経
費

○
議
会
費
⇩
市
議
会
の
運
営
の
た
め
の
経
費

○
商
工
費
⇩
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経
費

※３内訳

1億8,755万4千円
1億2,464万3千円
4,839万5千円

議会費
商工費
諸支出金

一般会計　歳出

土木費
21億371万6千円
（16.1％）

総務費
15億4,761万6千円
（11.8％）

公債費
14億3,294万円
（10.9％）

衛生費
9億9,661万
3千円
（7.6％）

     消防費
9億3,314万
　  3千円
　（7.1％）

教育費
17億1,916万2千円
（13.1％）

農林水産業費
6億3,946万6千円

(4.9％）

その他（※３）
3億6,059万2千円（2.8％）

■
特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や

公
共
下
水
道
な
ど
の
よ
う
に
市
が
特

定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
一
般
会

計
と
は
別
に
特
定
の
事
業
ご
と
に
設

置
し
た
独
立
し
た
会
計
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
企

業
会
計
で
す
。「
収
益
的
収
支
」

と
施
設
の
整
備
な
ど
に
充
て
る

「
資
本
的
収
支
」
の
２
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

資
本
的
収
支
の
不
足
分
は
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な

ど
で
補
い
ま
し
た
。

　　　　　　　〈 企 業 会 計 〉
水
道
事
業
会
計

区 分 決 算 額

収 益 的 収 支
収 入 10億 3,963万 円
支 出 9億 1,880万 5千円

資 本 的 収 支
収 入 6億 5,238万 円
支 出 7億 5,516万 7千円

市の家計簿
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平
成
19
年
6
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
（
以
下
「
健
全
化
判
断
比
率
等
」
と
い
い
ま
す
。）
を
算
定
・
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
、
早
期
健
全
化
基
準
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健

全
化
基
準
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経
た
う
え
で
、
財
政
健
全
化
計
画
等
を
策
定
し
、
計
画
的
に
健
全
化

に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表
は
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
、
ま
た
、

財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
決
算
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
指
標
と
、
資
金
不
足
比
率
で
す
。

・
早
期
健
全
化
基
準
、
財
政
再
生
基
準
お
よ
び
経
営
健

　

全
化
基
準

　

一
般
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
以
外
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、早
期
健
全
化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
ン
）と
財
政
再
生
基
準（
レ
ッ

ド
ラ
イ
ン
）、
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
経
営
健
全
化
基
準
（
イ

エ
ロ
ー
ラ
イ
ン
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
基
準
以
上
と
な
っ
た
場

合
、
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
一
般

会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す

も
の
で
す
。 

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。 

・
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
も
の
で
す
。 

・
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可

能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で

す
。 

・
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
（
会
計
）
の
資
金
不
足
を
、
料
金
収
入
等
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

〇資金不足比率　 　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　
　
　
　

   

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
算
定
結
果

実質赤字比率
連結実質赤字

比率

実質公債費

比率
将来負担比率

健全化判断比率 　　－　　 － １５．０ １３３．１

早期健全化基準 １３．４１ １８．４１ ２５．０ ３５０．０

財政再生基準 ２０．００ ４０．００ ３５．０

※実質赤字額及び連結実質赤字額がないため「－」で表示しています。

　なお、実質収支は9.2億円（9.6％）の黒字、連結実質収支は23.7億円（24.7％）

の黒字です。

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 － ２０．０

公共下水道事業

特別会計
－ ２０．０

農業集落排水事業

特別会計
－ ２０．０

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」で表

　示しています。

　なお、水道事業会計は105.6％の黒字、公共下水道事

業特別会計は80.1％の黒字、農業集落排水事業特別会

計は108.8％の黒字です。

〇健全化判断比率　　　
（単位：％）

　

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
健
全
化
判
断

比
率
等
は
、
別
表
の
と
お
り
、
す
べ
て
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

伊
奈
庁
舎
財
政
課

　

☎ 

58 - 

２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
１
）

用
語
の
解
説
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○
寄
附
金
の
使
い
方

　

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
は
、
次
の
３
つ
の
事
業
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
寄
附
さ
れ
る
際
に
、
寄
附

金
の
使
い
道
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
寄
附
金
は
、
指
定
さ
れ
た
事
業
区
分
に
応
じ

て
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
に

い
っ
た
ん
積
み
立
て
、
計
画
的
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

⑴
環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

自
然
環
境
と
の
調
和
と
環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い
ま

　

ち
づ
く
り
な
ど

⑵
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

健
康
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
学
校
教
育
、
社
会

　

教
育
の
推
進
な
ど

⑶
地
域
の
魅
力
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

産
業
振
興
や
商
業
活
性
化
、
観
光
産
業
の
育
成
な
ど

　

寄
附
い
た
だ
け
る
方
へ
は
、「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

申
込
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
な
ど
で
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

寄
附
の
方
法
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
振
り
込
み
、

現
金
書
留
、
持
参
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
振
り
込
み
の

場
合
は
、
市
か
ら
「
振
込
用
紙
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
申
込
書
」
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http://w
w
w
.city.tsukubam

irai.lg.jp/

）

の
「
申
請
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
寄
附
金
は
、
１
０
０
０
円
以
上
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
金
額
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
税
の
優
遇
措
置

　

寄
附
者
が
個
人
の
場
合
は
、
５
０
０
０
円
を
超
え

る
寄
附
で
所
得
税
法
上
の
寄
附
金
控
除
と
地
方
税
法
上

（
住
民
税
）
の
寄
附
金
控
除
が
あ
り
ま
す
。
市
が
発
行

す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
受
領
書
」
を
添
付
し

て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
税
法
上
全
額
損
金
算

入
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
伊
奈
庁
舎
財
政
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）

     

℻ 

58
‐
５
６
１
１

●
税
控
除
に
つ
い
て
は
、
伊
奈
庁
舎
税
務
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）　

「
つ
く
ば
み
ら
い
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
条
例
」

　

を
制
定
し
ま
し
た

ふ
る
さ
と
寄
附
で
ま
ち
づ
く
り

　

９
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、
小
絹
水
処
理

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
応
募
し
て
く

れ
た
「
下
水
道
に
関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
・
作
文
・
新
聞
」
の
作
品
、本
物
の
マ
ン
ホ
ー

ル
や
家
の
周
り
の
下
水
配
管
の
模
型
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
下
道
や
処
理
施
設
の
見
学
（
記
念

撮
影
し
た
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
を
催
し
ま
し
た
。

鈴す
ず

木き

等
ひ
と
し

氏
に

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

こ
の
た
び
、
市
保
健
福
祉
部
長
の

鈴
木
等
氏
が
、「
平
成
20
年
度
視
聴

覚
・
情
報
教
育
功
労
者
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　　 「身近なみどりの整備｣を
 提案してください

　市では、本年度から茨城県が導入した森林湖沼環境税を活用

し、住民の皆さんの提案等により通学路・公共施設・住宅団地
周辺の森林をきれいにしたり、自然体験活動の場として森林の
整備などを行います。整備に当たっては、市と森林所有者等と
の間で、十年間の森林保全に関する協定を結ぶことが条件です。
　大切な森林を将来に引き継ぐために、市民の皆さんのご提案
をお寄せください。ご協力をお願いします。
　　谷和原庁舎農政課☎58-2111内線8152 ～ 8153

下
水
道
い
ろ
い
ろ

 

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
他
の
地
域
に
暮

ら
し
な
が
ら
つ
く
ば
み
ら
い
市
を
ふ
る
さ
と
と
し

て
思
い
を
寄
せ
貢
献
し
た
い
、
応
援
し
た
い
と
い

う
方
か
ら
の
寄
附
金
を
募
り
、
そ
れ
を
財
源
と
し

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
に
「
つ

く
ば
み
ら
い
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思

い
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問

○
寄
附
金
の
申
し
込
み
方
法

どのポスターもすてきだな！ マンホールの中を探検！

「
下
水
道
の
日
」
普
及
促
進
展
08’
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障
が
い
者
や
高
齢
者
を

　

災
害
か
ら
守
る
支
援
制
度
で
す

　

市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
家
族
等

の
援
助
が
困
難
で
何
ら
か
の
助
け
を
必
要
と
す
る
方
（
災
害
時
要
援

護
者
）の
台
帳（
災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
）を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
は
も
と
よ
り
、
ふ
だ
ん
の
生

活
の
中
で
も
、
地
域
の
交
流
や
近
隣
の
方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

ふ
だ
ん
か
ら
、
近
所
付
き
合
い
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
‼

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
日
ご
ろ
の
近
所
付
き
合
い
の
深
さ
が
お

互
い
の
助
け
を
生
み
、
身
を
守
る
大
き
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

　
　
《
登
録
で
き
る
方
》 

①
身
体
障
が
い
者
の
う
ち
、
肢
体
不
自
由
の
障
が
い
の
程
度
が

　

１
級
ま
た
は
２
級
の
方

②
視
覚
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

③
聴
覚
障
が
い
の
程
度
が
２
級
の
方

④
知
的
障
が
い
の
う
ち
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
Ⓐ
も
し
く

　

は
Ａ
判
定
の
方

⑤
精
神
障
が
い
の
う
ち
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の
方

⑥
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の

　

世
帯
の
方

⑦
高
齢
で
寝
た
き
り
の
方

⑧
高
齢
で
認
知
症
の
方

⑨
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
難
病
患
者
そ
の

　

他
の
方

　
　
《
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
》

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課
☎
58-

２
１
１
１(

内
線　
　

　
　
　

１
１
５
３)

ま
た
は
地
区
民
生
委
員

   

 　

市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

交
付
手
数
料
（
再
交
付
を
除
く
）
を
「
無
料
」
と
し
ま
し
た
。
同
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は
、「
顔
写
真
付
き
」
と
「
顔
写
真
な

し
」
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
、
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
電
子
証
明
書
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
な
ど
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
電
子
申

請
や
国
税
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
利
用
で
き
ま
す
。

※
電
子
申
請
や
国
税
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
す
る
場

　

合
に
は
、
別
途
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
原
則
と
し
て
本
人
申
請
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
本
人

　

確
認
書
類

※
本
人
確
認
書
類
が
な
い
方
、
谷
和
原
庁
舎
で
申
請
さ
れ
た

　

方
は
、
照
会
書
に
よ
り
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

②
印
鑑

③
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝
、
横
３
・
５
㎝
で
６
カ
月
以
内　

　

に
撮
影
し
た
も
の
）

※
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

④
手
数
料
：
無
料

※
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
電
子
証
明
書
を
取
得
す

　

る
場
合
に
は
、
別
途
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

つ
く
ば
み
ら
い
市
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度　

　
　
《
対
象
者
》　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

 

障
が
い
者

　

    

高
齢
者
な
ど

　
　
《
協
力
者
》

　　

地
域
支
援
者

　

地
区
民
生
委
員
な
ど

　
　
《
市
役
所
》

　

災
害
時
要
援
護
者
登
録

　
《
関
係
機
関
》

・
消
防
署

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
自
主
防
災
組
織
な
ど

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
が

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
と
な
り
ま
し
た

問
申

良
い
近
所

付
き
合
い

災
害
時
の
支
援

申
し
込
み

⇄

↓↑

ふ
だ
ん
の
見
守
り

災
害
時
の
支
援↑

災
害
時
の
支
援

「顔写真付きカード」

「顔写真なしカード」
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男
女
共
同
参
画
推
進
月
間 

「
支
え
あ
い
、
分
か
ち
あ
い
、
そ
し
て
豊
か
に
」

　

茨
城
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
、
県
民
お
よ
び
事
業

者
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
推
進
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、毎
年
11
月
を
「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

推
進
月
間
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
県
の
事
業
や
、
市
の
「
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
」
の
募
集
な
ど
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

    

募
集
し
ま
す
！

　
　
　
　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

　

市
で
は
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男
女

共
同
参
画
計
画
」
を
市
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
所
の
方
々
と
と
も
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
の
委
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
４
人
程
度

▼
任
期
＝
委
嘱
の
日
（
平
成
21
年
度

　

１
月
予
定
）
か
ら
２
年
間

▼
内
容
＝
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に

　

関
し
、
調
査
お
よ
び
審
議
を
し
ま

　

す
。（
会
議
は
本
年
度
２
回
、
来
年

　

度
以
降
６
回
程
度
を
予
定
）

▼
応
募
資
格
＝
男
女
共
同
参
画
の
推

　

進
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
市

　

内
在
住
の
方
（
政
党
役
員
ま
た
は

　

職
員
、そ
の
他
政
治
団
体
関
係
者
、

　

公
務
員
を
除
く
）

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
な
ら
び
に
小
論
文
を
記
載
し
、

　

秘
書
広
聴
課
へ
直
接
お
持
ち
に
な

　

る
か
、
郵
便
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応

　

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
応
募
用
紙
は
、
秘
書
広
聴
課
お

　

よ
び
市
民
窓
口
課
に
用
意
し
て
い

　

ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

▼
受
付
期
間
＝
10
月
20
日
㈪
〜
11
月

　

20
日
㈭（
郵
送
…
当
日
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法
＝
小
論
文
の
ほ
か
、
男

　

女
構
成
比
を
考
え
決
定
し
ま
す
。

▼
選
考
結
果
＝
12
月
中
旬
ま
で
に
、        

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
３
）

申
問

  

　

茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所
が

主
催
す
る
「
男ひ
と

と
女ひ
と

・
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
」
の
参
加
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
自
身
の
20
年
間
に
わ
た

る
介
護
体
験
を
率
直
に
綴
っ
た
「
覚

悟
の
介
護
」（
ぶ
ん
か
社
）
の
著
者

で
も
知
ら
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
中

の
タ
レ
ン
ト
、
荒あ
ら

木き

由ゆ

美み

子こ

氏
を
講

師
に
迎
え
「
家
族
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

と
題
し
た
講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
ご
家
族
や
お
仲
間
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
23
日
㈰　

午
後
1
時

　

〜
4
時
（
開
場　

正
午
〜
）

▼
会
場
＝
牛
久
市
「
牛
久
市
中
央
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

▼
募
集
人
員
＝
30
人
程
度
（
応
募
多

　

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
交
通
機
関
＝
市
行
政
バ
ス
を
使
用

（
両
庁
舎
で
送
迎
し
ま
す
）

▼
応
募
方
法
＝
秘
書
広
聴
課
ま
で
、

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

　

み
だ
さ
い
。※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

　
「
参
加
者
全
員
の
氏
名
」「
代
表
者

　

の
住
所
・
電
話
番
号
」「
バ
ス
の

　

乗
降
場
所
（
伊
奈
庁
舎
・
谷
和
原

　

庁
舎
）」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
11
月
４
日
㈫

▼
応
募
結
果
＝
後
日
通
知
し
ま
す
。

　

※
参
加
者
の
方
に
は
当
日
の
詳
し

　

い
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
３
）

Ｅ
メ
ー
ル　

h01-koutyou@
city.

tsukubam
irai.lg.jp　

  

再
就
職
や
創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
       

【
第
２
回  

企
業
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

女
性
と
の
交
流
会
】

　

企
業
側
の
再
就
職
者
に
対
す
る
期

待
や
考
え
方
、
再
就
職
希
望
者
に

向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
㈶
21
世
紀
事
業
財
団
茨
城

　

事
務
所

▼
日
時
＝
11
月
21
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
つ
く
ば
市
「
つ
く
ば
国
際

　

会
議
場
」

▼
対
象
者
＝
育
児
や
介
護
な
ど
を
理

　

由
に
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
し

　

て
い
る
方

▼
募
集
人
員
＝
30
人

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
一
時
保
育
＝
あ
り
（
定
員
10
人
）

　
　
　

㈶
21
世
紀
事
業
財
団
茨
城
事

務
所

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
２
４
１
３

【
女
性
の
た
め
の

　
　
　

 

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

　
「
新
た
に
事
業
を
始
め
た
い
が
、

創
業
に
必
要
な
も
の
は
？
」「
開
業

に
あ
た
っ
て
の
計
画
や
手
続
き
な
ど

は
？
」
と
い
っ
た
疑
問
に
、
専
門
家

が
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
29
日
㈯
、
12
月
６
日

　

㈯　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
会
場
＝
水
戸
市
「
茨
城
県
女
性
プ

　

ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室
」

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
茨
城
県
三

　

の
丸
庁
舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

▼
募
集
人
員
＝
40
人

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

茨
城
県
女
性
青
少
年
課
女
性

プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室

☎
０
２
９
‐
２
３
３
‐
３
９
８
２

申
問

（入門編）

申
問

11
月
は

荒木由美子 氏

申
問

 

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

「
男ひ

と

と
女ひ

と

・
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
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・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
ま
た
は

　

Ａ
程
度
の
知
的
障
が
い
、
も
し
く

　

は
同
程
度
の
精
神
障
が
い

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

　

む
ね
3
級
（
内
部
的
疾
患
含
む
）

　

程
度
に
該
当

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知

　

的
障
が
い
、
ま
た
は
同
程
度
の
精

　

神
障
が
い

■
手
当
の
支
給

●
支
給
額

　

障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
対
象
児

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
離
婚
・
死

亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の
、

健
や
か
な
成
長
と
生
活
の
安
定
、
自

立
を
促
進
す
る
た
め
の
手
当
で
す
。

※
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
請
求
し

な
い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
受
給
資
格
者

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
（
年
度
中
）、
ま
た

は
20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め
る
程
度

の
障
が
い
の
あ
る
方
）
を
監
護
（
保

護
者
と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ

と
）
し
て
い
る
母
、ま
た
は
養
育
者
。

※ 

各
種
公
的
年
金
、
遺
族
補
償
と
の

併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
給
資
格
者
本
人
・
同
一
住
所
地

　

の
扶
養
義
務
者
（
住
民
票
を
世
帯

分
離
し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
の

所
得
が
、【
表
１
】
の
所
得
制
限
額

　

以
上
に
な
る
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
支
給
要
件
）

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
、
ま
た
は
父
が
生
死
不

　

明
の
児
童

○
父
が
法
で
定
め
る
障
が
い
の
状
態

　

に
あ
る
児
童

○
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

　

る
か
、
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　

て
い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

○
父
母
と
も
に
不
明
の
児
童 

■
手
当
の
支
給

○
支
給
額

〈
支
給
対
象
児
童
１
人
の
場
合
〉

・
全
部
支
給

　

⇩
月
額
4
万
1
千
７
２
０
円

・
一
部
支
給
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

⇩
月
額
4
万
1
千
７
１
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

9
千
８
５
０
円

〈
支
給
対
象
児
童
２
人
以
上
の
場
合
〉

　

全
部
ま
た
は
一
部
支
給
そ
れ
ぞ
れ

の
額
に
、
第
２
子
に
は
５
千
円
、
第

３
子
以
降
は
１
人
に
つ
き
3
千
円
を

加
算
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
時
期

　

認
定
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
、
年
３
回
（
４
月
・
８
月
・
12

月
）
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
認
定
請
求
手
続
き

　

児
童
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
る

「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
請
求
書
の
ほ
か
に
、
支
給

要
件
事
由
に
よ
り
個
別
に
添
付
書
類

が
必
要
で
す
。

■
現
況
届
の
提
出
（
毎
年
8
月
）

　

そ
の
年
の
８
月
分
か
ら
翌
年
７
月

分
ま
で
の
手
当
を
受
け
る
資
格
を
確

認
す
る
た
め
に
、「
現
況
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

提
出
が
な
い
と
、
８
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
２

年
間
提
出
が
な
い
と
受
給
資
格
を
失

い
ま
す
。

※
ま
だ
届
出
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
必
ず
児
童
福
祉
課
窓
口
で
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
長
期
受
給
し
て
い
る
と
手
当
が
減
額

　

支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７
年

経
過
、
ま
た
は
受
給
開
始
後
５
年
経

過
し
た
場
合
、
受
給
者
や
そ
の
子
ど

も
な
ど
に
就
業
が
極
め
て
困
難
な
事

情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
立

に
向
け
た
活
動
（
就
労
等
）
が
見
ら

れ
な
い
場
合
は
、
支
給
額
の
２
分
の

１
が
停
止
さ
れ
ま
す
。（
対
象
者
に
は

別
途
通
知
し
ま
す
。）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
重
度
・
中
度
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
、
家

庭
で
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
養
育
者
が
受
け
ら
れ
る
手

当
で
す
。

※
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
請
求
し

な
い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

　

む
ね
1
級
ま
た
は
2
級
（
内
部
的

　

疾
患
含
む
）
程
度

表１ 所得制限限度額表（Ｈ20. ８～Ｈ21. ７月分）

扶養
人数

＜受給資格者本人＞
＜扶養義務者＞

全部支給の場合 一部支給の場合

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 230万円未満 274万円未満

２人 95万円未満 268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 306万円未満 350万円未満

４人 171万円未満 344万円未満 388万円未満

５人 209万円未満 382万円未満 426万円未満

  　※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算）
　  　所得＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額など）
　　　　  ＋養育費の８割相当額－諸控除（医療費控除など）
　　　　  －８万円（社会保険料相当額として一律８万円）

児　

童　

扶　

養　

手　

当　

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

ご存知
ですか

特
別
児
童
扶
養
手
当
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表２　 所得制限限度額表
扶養
人数 ＜請求者本人＞ ＜扶養義務者＞

０人 459万6千円未満 628万7千円未満

１人 497万6千円未満 653万6千円未満

２人 535万6千円未満 674万9千円未満

３人 573万6千円未満 696万2千円未満

４人 611万6千円未満 717万5千円未満

５人～ 以下　38万円ずつ加算 以下　21万3千円ずつ加算

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算）

　所得＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額など）

　　　－諸控除（医療費控除など）－８万円（社会保険料相当額として一律８万円）

◆各種手当の問い合わせ先
　　伊奈庁舎児童福祉課
　　☎ 58 ‐2111（内線1163）       

童
１
人
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
す
。

・
手
当
１
級
（
重
度
障
が
い
）　

　
　

⬇
月
額
5
万
７
５
０
円

・
手
当
２
級
（
中
度
障
が
い
）

　
　
　

⬇
月
額
3
万
3
千
８
０
０
円

●
支
給
時
期

　

認
定
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
、
年
3
回
（
4
月
・
8
月
・

11
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
制
限

　

請
求
者
本
人
や
配
偶
者
、
同
居
の

親
族
の
前
年
所
得
金
額
が
、【
表
２
】

の
所
得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る

と
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年
７
月

ま
で
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
適
用
さ
れ
る
所
得
の
年
度

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

請
求
時
期
１
月
〜
６
月

　
　
　
　
　

⬇
前
々
年
分
の
所
得

　

請
求
時
期
７
月
〜
12
月

　
　
　
　
　

⬇
前
年
分
の
所
得

■
所
得
状
況
届

　
「
所
得
状
況
届
」
は
、
毎
年
８
月

11
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
間
に
全

受
給
資
格
者
の
所
得
状
況
を
確
認

し
、
所
得
制
限
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
を
判
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

受
給
を
継
続
す
る
た
め
に
、
所
得
状

況
届
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
給
停
止
や
、
所
得
が
限
度
額
以

上
で
あ
っ
て
も
届
出
は
必
要
で
す
。

■
認
定
請
求
手
続
き

　

児
童
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
る

「
認
定
請
求
書
」、
そ
の
他
必
要
書

類
を
添
付
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。（
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

こちらの手続きもお忘れなく！！

児　童　手　当

●認定請求方法
　次の必要書類を持参して、児童福祉課窓口で請求してください。
　・印かん
　・手当の振込先となる請求者名義の金融機関口座のわかるもの
　　（ゆうちょ銀行は除く）
　・健康保険被保険者証の写し（請求者厚生年金などの加入者の場合）
　・児童手当用所得証明書（最近転入された方の場合、申請時期により
　　必要な場合があります）
　※添付書類は後日提出いただいてもかまいません。まずは、手続きが
　　遅れることのないよう窓口へお越しください。

　児童手当は、12歳到達後の最初

の３月31日までの間にある児童（小

学校修了前の児童）を養育している

方で、一定の所得を超えない場合に

支給される手当です。手当の支給月

額は、３歳未満が一律１万円、３歳

以上が第１子５千円、第２子５千円、

第３子以降１万円です。

　出生などにより新たに受給資格が

生じたときは、認定請求手続きを忘

れないように済ませてください。

※公務員の方は、勤務先での手続き

となります。

　なお、手当の支給開始は次のとお
りとなります。

・出生日から15日以内に手続きし
　た場合…出生月の翌月分から
・上記以外の場合…認定請求書の提
　出月の翌月分から
　また、すでに手当を受給されてい

ても、「市に転入してきた」「出生等

で支給対象児童が増えた」「他市町

村に転出する」などの事由が発生し

た場合は、改めて手続きが必要とな

りますのでご注意ください。
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い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
、「
介
護
予
防
」（
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
）
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
せ
ん
か
？

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

が
介
護
予
防
の
た
め
に
考
え
た
【
い

き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
】（
日
常
生
活

　

誰
で
も
簡
単
に
自
宅
で
も
で
き
ま

す
の
で
、
体
力
に
自
信
が
な
い
方
も

安
心
し
て
で
き
る
体
操
で
す
。
仲
間

づ
く
り
や
気
分
転
換
、
１
回
だ
け
参

加
し
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　

12
月
か
ら
、
日
程
表
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

●　日　　程　　表　●

場所：きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館

時間：午前９時45分～11時30分（受け付け ９時15分～）

第１回 平成20年12月２日（第１火曜日）

第２回 　　　　12月16日（第３火曜日）

第３回 平成21年１月６日（第１火曜日）

第４回 　　　　１月20日（第３火曜日）

第５回 　　　　２月３日（第１火曜日）

第６回 　　　　２月17日（第３火曜日）

第７回 　　　　３月３日（第１火曜日）

第８回 　　　　３月17日（第３火曜日）

生い

き
活い

き

　
　

      

ク
ラ
ブ

◆問い合わせ先

　伊奈庁舎介護福祉課
　☎ 58 - 2111(内線1172)

参加者募集

　

介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策

に
欠
か
せ
な
い
動
作
を
楽
に
行
え
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
、
座
り
な
が
ら

で
も
で
き
る
体
操
）
や
、【
い
き
い
き

ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
つ
体
操
】(

体
の
柔

軟
性
を
高
め
た
り
す
る
体
操)

を
８

回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

　

肩
こ
り
・
腰
痛
・
ひ
ざ
痛
・
転
倒

な
ど
の
予
防
を
一
緒
に
楽
し
く
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※ 

生
き
活
き
ク
ラ
ブ
は
、
豊
・
谷
井

田
・
三
島
地
区
、
小
張
・
板
橋
・

東
地
区
、
谷
和
原
地
区
の
３
つ
の

日
常
生
活
圏
域
を
４
カ
月
単
位
で

巡
回
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

簡
単
に
で
き
る

　
　
　
　
　

体
操
で
す
！

　

   

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

いきいきヘルス体操に取り組む参加者の
みなさん

※受け付け終了後、体操前に血圧測定を行います。

　

　

く
だ
さ
い
。

●
対
象
＝
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

●
定
員
＝
50
人
程
度

●
送
迎
＝
あ
り（
９
人
以
上
の
場
合
）

※
送
迎
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り

　

ま
す
。
停
留
所
・
時
間
は
後
日
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
参
加
費
＝
無
料

●
申
し
込
み
方
法
＝
介
護
福
祉
課
窓

　

口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
＝
10
月
20
日
㈪

　

〜
11
月
７
日
㈮
（
土
日
祝

　

を
除
く
）

※
簡
単
な
体
操
で
す
が
、
病

　

気
に
か
か
ら
れ
て
い
る
方

は
、
念
の
た
め
か

か
り
つ
け
の
医

師
に
参
加
の
可
否

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
お
申
し
込
み
い

　

た
だ
い
た
方
に

　

は
、
後
日
詳
し

　

い
お
知
ら
せ
を

　

郵
送
し
ま
す
。

　消防車は、火災発生のときだけでな

く、救急車の支援活動にも出動します。

　高層建築物の上層階の救急で、救

急隊３人では手が足りない場合をはじ

め、幹線道路上での交通事故、直近の

救急隊が出動中で一刻の猶予もない場

合などには、消防隊が支援出動するこ

とがあります。

　「火災以外でも消防車が出動する」

ことをご理解くださいますようお願い

します。

消防署からのお願い

　

い
つ
ま
で
も

　
　
　

イ
キ
イ
キ
と
！
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「オカモノアラガイ」は、殻の長さが1～ 1.5cm
ほどの陸生巻貝で、関東から北海道に分布してい
ます。キク科のほか、ラン科、マメ科などの植物
の害虫として知られ、群馬県や長野県などでは野
菜の表面を削って食べたり、野菜に粘液をつける
など、一部農作物に被害が出ています。
　ここ数年、茨城県内でも小貝川沿いの畑地や草
地などに大量発生し、農作物に影響が出ています。
　現在、「ミュージアムパーク茨城県自然博物館」
では、茨城県内の生息調査を行っています。
　もし、オカモノアラ
ガイを確認した場合は、
下記までご連絡くださ
い。
＜連絡先＞
ミュージアムパーク
　茨城県自然博物館
　☎0297-38-2000
　℻0297-38-1999

☆
絶
対
に
放
し
飼
い
に
は
せ
ず
、
散

　

歩
の
と
き
も
必
ず
引
き
綱
を
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。
朝
や
晩
に
「
運
動
の

　

た
め
に
」
と
放
す
こ
と
も
や
め
ま

　

し
ょ
う
。

☆
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

　

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。 

散
歩
の
と

　

き
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
用
意
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。

し
か
し
、
飼
い
方
次
第
で
は
、
ご
近
所
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
方
を
誤
っ
て
、
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
を

不
幸
な
立
場
に
陥
れ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
、
正
し
い
飼
い
方
を
し

て
い
る
か
改
め
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

犬 
や 

猫 

の

　

正
し
い
飼
い
方

●
犬
の
登
録
制
度

　

犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
、『
狂
犬
病

予
防
法
』
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、

市
町
村
へ
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　

登
録
方
法
は
、
市
が
実
施
す
る
集

団
予
防
注
射
や
市
内
の
動
物
病
院
で

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た
際
に
同

時
登
録
で
き
ま
す
。

③
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

↓
不
幸
な
子
猫
を
増
や
さ
な
い
よ

　
　

う
に

④
首
輪
や
リ
ボ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

↓
飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

　
　

よ
う
に

●
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に　

　

野
良
猫
に
は
餌
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と

そ
の
周
辺
で
ど
ん
ど
ん
繁
殖
し
、
近

隣
の
皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

餌
を
与
え
る
の
な
ら
、
飼
う
決
心

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

猫
に
は
、
け
い
留
（
つ
な
い
で
お

く
こ
と
）
の
義
務
や
登
録
制
度
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
好
き
な
所

に
行
き
、
飼
い
主
の
知
ら
な
い
所
で

ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
家
の
中

で
飼
う
な
ど
、
猫
を
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

●
猫
を
飼
う
と
き
の
注
意
点

①
餌
は
十
分
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

　

↓
ご
み
あ
さ
り
を
防
ぐ
た
め
に

②
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

↓
近
所
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な

　
　

い
よ
う
に

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎生活環境課
　 ☎ 58 - 2111（内線8137）
　茨城県動物指導センター
　 ☎ 0296 - 72- 1200

これからペットを
飼う方へ

　　　犬や猫などのペットが健康
で寿命いっぱい生きられるよ

うにすることが飼い主の最大

の役目です。

　途中でいやになって捨てる

ことのないよう「責任」と「愛

情」を持って、最後まで面倒

を見る覚悟が必要です。

　飼う前に、ご自身やご家族

の意思をもう一度確認してみ

ましょう。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
ま
わ
り
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

※
市
外
の
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を

受
け
た
際
は
、
動
物
病
院
が
発
行
す

る
「
狂
犬
病
予
防
接
種
証
明
書
」
を

持
っ
て
生
活
環
境
課
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
場
合
に
は
届
け
出
を

①
犬
を
飼
っ
た
と
き 

②
犬
が
死
亡
し
た
と
き 

③
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き 

④
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き 

⑤
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

●
「
鑑
札
」
は
公
的
な
〝
迷
子
札
〞

　

野
良
犬
や
迷
子
犬
が
保
護
さ
れ
る

理
由
は
、「『
鑑
札
（
犬
の
注
射
票
・

登
録
票
）』
を
着
け
て
い
な
い
犬
を

抑
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

狂
犬
病
予
防
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

　

鑑
札
が
な
く
、
飼
養
管
理
期
間
を

過
ぎ
て
も
飼
い
主
が
現
れ
な
い
場
合

は
、
一
部
を
除
き
致
死
処
分
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

鑑
札
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
そ
の
番

号
か
ら
飼
い
主
が
わ
か
り
、
犬
た

ち
は
元
の
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
的
な
「
迷
子
札
」
の
役
割
を

犬
の
飼
い
方

す
る
鑑
札
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
が
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①
近
所
を
よ
く
探
し
ま
し
ょ
う
。

つ
な
い
で
お
け
な
い
分
、
ほ
っ
た

ら
か
し
に
し
な
い
よ
う
心
が
け
を

猫
の
飼
い
方

②
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
、

　

警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

  オカモノアラガイ

探しています！
“オカモノアラガイ”
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市内の出来事

〜 つくばみらいのわだい 〜�
        「

敬
老
の
日
」
に
ち
な
ん
で

　
　

〜
高
年
芸
能
発
表
大
会
・
敬
老
祝
金
の
贈
呈
〜

　

市
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
市
の
共

催
に
よ
り
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
年

芸
能
発
表
大
会
」
が
９
月
15
日
、
き

ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
世
代
ふ
れ

あ
い
の
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
連
合
会
の
方
々
が
、

カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
な
ど
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
た
り
、
常
総
警

察
署
交
通
課
長
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
の
講
話
を
聴
い
た
り
し
て
、
有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
敬
老
事
業
の
一
環
と

し
て
、
市
長
が
１
０
０
歳
以
上
の
市

内
長
寿
者
の
方
を
訪
れ
て
敬
老
祝
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

高年芸能発表大会の様子
息のあったハワイアンフラダンスを披露

自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に

  

〜
古
箸
地
区
の
自
主
環
境
整
備
活
動
〜　

　

古
箸
地
区
の
住
民
の
方
が
、
同
地
区
周
辺
の

高
速
道
路
付
近
の
雑
草
や
竹
を
切
っ
た
り
、
ご

み
拾
い
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
、
地
区

内
の
自
主
環
境
整
備
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
区
住
民
の
間
で
「
自
分
た

ち
の
手
で
、
住
む
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
意
志
が
ま
と
ま
り
、
か
ね
て
か
ら

年
に
数
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
活
動
範
囲
は
古
箸
地
区
以
外
に
も
お

よ
び
、
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
方
も
参
加
す

る
な
ど
、
活
動
へ
の
賛
同
者
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。８
月
に
行
わ
れ
た
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、

お
よ
そ
70
人
も
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
に

根
ざ
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
行
わ
れ

て
い
る
積
極
的
な
こ
の
活
動
が
、
今
後
も
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域交流も深まる自主クリーン作戦

  

伊
奈
東
中
１
年
生

  

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞

　　
〜
第
20
回
全
国
書
写
書
道
席
書
大
会
〜

　

伊
奈
東
中
学
校
1
年
生
の
染そ
め

谷や

光ひ
か

里り

さ
ん

が
、
８
月
に
都
内
で
開
か
れ
た
「
第
20
回
全
国

書
写
書
道
席
書
大
会
」
で
、
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
県
の
県
知
事
賞
を
４
人
の
市
内

小
中
学
生
が
受
賞
し
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果

が
認
め
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
結
果
を
生
み
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
結
果
は
次
の
と
お
り　

敬
称
略
）

・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞　

染
谷
光
里
（
伊
奈

　

東
中
1
年
）

・
茨
城
県
知
事
賞 

園そ
の

部べ

弘ひ
ろ

佳か

（
谷
和
原
中
３
年
）

・
石
川
県
知
事
賞 

米よ
ね

澤ざ
わ

慧け
い

剛ご
う

（
小
張
小
５
年
）

 

渡わ
た

辺な
べ

夕ゆ
う

那な

（
小
絹
小
５
年
）

・
岡
山
県
知
事
賞 

米よ
ね

澤ざ
わ

豪ご
う

真し
ん

（
小
張
小
３
年
）

　　　   米澤慧剛君　　　渡辺夕那さん　
園部弘佳さん　     染谷光里さん　  米澤豪真君

市
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優勝したエンドレスのみなさん

　
「
第
３
回
つ
く
ば
み
ら
い
市

長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が

８
月
31
日
、
市
総
合
運
動
公
園

体
育
館
で
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

・
優　

勝　

エ
ン
ド
レ
ス

　

・
準
優
勝　

シ
ル
キ
ー
ズ　

　

・
第
３
位　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

　
　
　

〃　
　

ま
る
こ
ず
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学
校
は
違
っ
て
も
息
ピ
ッ
タ
リ
！

　

  

〜
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
（
女
子
Ｗ
）
県
予
選
第
３
位
〜

　

市
内
の
小
学
６
年
生
の
渡わ
た

辺な
べ

由ゆ

夏か

さ
ん
（
小
張
小　

写
真
左
）
と
平ひ
ら

川か
わ

ゆ
き
の
さ
ん（
谷
井
田
小　

写
真
右
）

 

料
理
で
自
慢
の
腕
を
発
揮

    

〜
小
絹
中
1
年
生
、
谷
和
原
中
３
年
生

　
「
つ
く
ろ
う
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
良
賞
〜

賞状を手に喜ぶ渡辺さんと平川さん

伊
奈
高
吹
奏
楽
部 

金
賞
受
賞

　
〜
第
14
回
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
〜

　

県
立
伊
奈
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
は
９
月
13

日
、
神
奈
川
県
で
行
わ
れ
た
「
第
14
回
東
関

東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
35
人
以
内
の

編
成
で
行
う
Ｂ
部
門
に
参
加
し
、
３
年
連
続

で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
こ
の
大
会
に
12
年
連
続
し
て
出

場
を
果
た
し
、
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演

奏
を
先
輩
か
ら
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
16
日
㈰
に
き
ら
く
や
ま
ふ
れ

あ
い
の
丘
で
、
市
内
の
学
校
が
参
加
し
て
行

わ
れ
る
「
す
こ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
」（
主
催
・

青
少
年
育
成
つ
く
ば
み
ら
い
市
民
会
議
）
で

同
校
も
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
いち

川
かわ

校長先生や顧問の先生を囲んで
受賞を喜ぶ伊奈高吹奏楽部のみなさん

が
、
石
岡
市
で
行
わ
れ
た
「
第

17
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
茨
城
県
予
選
会
」
の

6
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
第
3
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

市
内
の
同
じ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
２
人
は
、

息
の
あ
っ
た
プ
レ
ー
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
同
予
選
会
の
結
果
を

受
け
て
、
10
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰
の

両
日
に
開
催
さ
れ
る
関
東
大
会
（
会

場
・
石
岡
市
）
へ
出
場
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

小
絹
中
学
校
１
年
生
菊き
く

池ち

結ゆ

美み

子こ

さ
ん
と

谷
和
原
中
学
校
３
年
生
深ふ
か

澤ざ
わ

歩あ

惟い

さ
ん
が
、

茨
城
県
主
催
の
「
つ
く
ろ
う
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」（
会
場 

水
戸
市
）

で
「
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
『
休
日
の
朝
に
家
族
と
食
べ
た
い
献

立
』」
を
テ
ー
マ
に
、そ
れ
ぞ
れ
【
栄
養
た
っ

ぷ
り
洋
風
朝
ご
は
ん
】【
食
欲
の
な
い
朝
も

こ
れ
で
ば
っ
ち
り
!!
谷
和
原
の
力
パ
ー
ト

２
】
と
題
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
応
募
総

数
５
２
５
４
点
か
ら
最
終
審
査
に
残
り
、
実

際
に
調
理
を
し
て
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
茨
城
県
が
「
児
童

生
徒
に
望
ま
し
い
食
習
慣
が
身
に
つ
く
よ
う

に
」
と
、
児
童
生
徒
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
自
ら
考
え
調
理
し
、
食
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
元
の
安
心
・
安
全
な
食
材
で
、

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

 

わ
ん
ぱ
く
相
撲
で
小
結
に

　
　
　
〜
谷
井
田
小
５
年
生 

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
８
〜

　

谷
井
田
小
学
校
５
年
生
の
末す
え

木き

康こ
う

平へ
い

君
が
、
国
技
館
で
行
わ
れ
た
「
第

24
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
」（
主

催 

㈶
日
本
相
撲
協
会
、
㈳
東
京
青

ベスト８入りを果たした末木くん 年
会
議
所
）
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８

に
入
る
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
か
ら
約

５
万
５
千
人
の
小
学
生
力
士
が
出
場

し
、
予
選
を
通
過
し
た
選
手
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
、
学
年

ご
と
に
横
綱
１
人
、大
関
１
人
、

関
脇
２
人
、
小
結
４
人
を
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
ま
す
。

　

末
木
君
は
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
小
結
の
座

を
射
止
め
ま
し
た
。

深澤歩惟さん(上段)
調理した献立(下段)

菊池結美子さん(上段)
調理した献立(下段)
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農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を

安
全
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、

県
・
市
・
農
業
団
体
お
よ
び
排
出
農

家
が
一
体
と
な
っ
て
経
費
を
負
担

し
、
農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
適
正
処
理
を
す
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
収
集
以
外
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
（
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
塩
ビ
管

な
ど
）
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。　

▼
収
集
対
象
物
＝
農
業
用
塩
化
ビ
ニ

　

ル
フ
ィ
ル
ム
（
農
ビ
）

※
農
ビ
に
は
、
統
一
マ
ー
ク
農
ビ
を

　

ブ
ル
ー
系
で
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

※
黒
色
・
シ
ル
バ
ー
・
糸
入
り
は
収

　

集
し
ま
せ
ん
。

▼
収
集
日
＝
11
月
26
日
㈬

▼
収
集
場
所
＝
茨
城
み
な
み
農
協
谷

　

和
原
低
温
倉
庫

▼
農
家
負
担
金
＝
１
戸
当
た
り
登
録

　

料
１
０
０
０
円　

処
理
料
１
０
０

　

０
円　
（
１
㌧
未
満
）

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
と
も
に

地
域
で
生
活
し
て
い
く
に
は
、
何
が

必
要
で
あ
る
か
を
考
え
る
講
演
会
を

行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
講
演
会
＝
「
地
域
で
精
神
障
が
い

　

者
と
共
に
生
き
る
た
め
に
は
」

▼
講
師
＝
精
神
科
医　

河か

合わ
い

伸の
ぶ

念と
し

先

　

生
（
筑
波
大
学
大
学
院
講
師
）

▼
日
時
＝
10
月
30
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
50
人
（
事
前
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
＝
無
料

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

問

お
知
ら
せ
し
ま
す

申

問
申

申

問

　

青
少
年
の
健
全
（
す
こ
や
か
な
）

育
成
と
地
域
住
民
と
の
音
楽
を
通
し

て
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、「
す
こ
や

か
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
〜

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
内
容
＝
市
内
の
小
中
高
等
学
校
に

　

よ
る
合
唱
・
楽
器
演
奏

▼
参
加
予
定
校
＝
小
学
校
…
豊
・
谷

　

井
田
・
東
・
福
岡
・
小
絹
、
中
学

　

校
…
伊
奈
東
・
谷
和
原
、
伊
奈
高

　

等
学
校

　
　

青
少
年
つ
く
ば
み
ら
い
市
民
会

議
事
務
局
（
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習

課
内
）

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
５
）

講
演
会
「
地
域
で
精
神
障
が

い
者
と
共
に
生
き
る
た
め
に
」

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

11
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
11
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

す
こ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

問
　

水
道
課
で
は
、計
量
法
に
基
づ
き
、

８
年
ご
と
の
水
道
量
水
器
の
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

量
水
器
の
交
換
は
、
市
で
依
頼
し

た
指
定
給
水
工
事
業
者
が
宅
地
内
に

入
り
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

使
用
水
量
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

検
針
時
に
今
ま
で
の
量
水
器
と
新
し

い
量
水
器
の
検
針
水
量
分
を
合
算
し

水
道
量
水
器
の
交
換

て
算
出
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
11
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

▼
実
施
区
域
＝
伊
奈
地
区
（
該
当
す

　

る
世
帯
へ
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

▼
実
施
戸
数
＝
１
０
０
０
戸　
　

▼
費
用
＝
無
料

　
　

水
道
課
（
水
道
事
務
所
内
）

☎
52
‐
６
１
０
０

農
業
用
使
用
済
塩
化

     

ビ
ニ
ー
ル
の
収
集

問
申

　

市
で
は
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
公
共
下
水
道
の
変
更
案

を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
案
に
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
の
終
了
日
ま

で
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
10
月
27
日
㈪
〜
11
月 

　

10
日
㈪　
（
閉
庁
日
を
除
く
）

▼
提
出
方
法
＝
縦
覧
期
間
中
に
、
茨

　

城
県
知
事
あ
て
に
、
意
見
書
を
持

　

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

▼
提
出
期
限
＝
11
月
10
日
㈪　

必
着

▼
提
出
先
＝
茨
城
県
知
事　

橋
本
昌

　
（
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）

▼
縦
覧
場
所
＝
茨
城
県
都
市
計
画
課
、

　

市
都
市
計
画
課　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

茨
城
県
都
市
計
画
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
５
８
８

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

つ
く
ば
み
ら
い

     

都
市
計
画
下
水
道

            

変
更
案
の
縦
覧

問農
業
用
暗
渠
排
水　
　

　
　

設
置
資
材
費
補
助

▼
補
助
の
対
象

　

①
生
産
調
整
１
０
０
㌫
達
成
農
家

　

②
申
請
は
年
に
１
度
限
り

　

③
補
助
対
象
と
な
る
施
行
圃
場
に

　

つ
い
て
は
生
産
調
整
の
対
象
と
な

　

る
圃
場
に
限
る

　

④
補
助
対
象
と
な
る
資
材
に
つ
い

　

て
は
、
パ
イ
プ
類
お
よ
び
水
こ
う

▼
補
助
基
準
＝
30
㌃
当
た
り
お
お
む

　

ね
４
０
０
㍍
の
範
囲
内

▼
補
助
額
＝
消
費
税
を
除
い
た
資
材

　

費
分
（
上
限
８
万
８
千
円
）

※
工
事
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
＝
農
政
課
備
え
付
け
の

　

書
類
を
提
出

▼
申
請
期
限
＝
平
成
21
年
３
月
10
日
㈫

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
６
）

　

こ
の
た
び
、
市
内
一
部
地
区
に
お

い
て
「
労
働
力
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査

員
が
調
査
対
象
地
区
内
の
各
世
帯
に

名
簿
づ
く
り
の
た
め
に
お
伺
い
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
を
も
と
に
調
査
世
帯

を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
の
内
容
を
ほ
か
に
漏

ら
す
こ
と
や
目
的
外
使
用
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
地
区
＝
中
原
地
区
、
南
地
区

▼
調
査
期
間
＝
11
月
〜
平
成
21
年
３
月

　

  

茨
城
県
企
画
部
統
計
課

  

労
働
力
調
査
の
実
施

問

　
　
　

健
康
増
進
課
☎
25
‐
２
１
０
０

　
　

▼
申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
同
組
合

　

総
務
課
ま
で
、
本
人
が
持
参

　
　
　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

　

総
務
課
庶
務
係

☎
０
２
９
７
‐
７
４
‐
４
１
２
５

問
申

※
申
し
込
み
の
際
は
、
印
鑑
と
負
担

　

金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

▼
申
込
期
間
＝
11
月
10
日
㈪
〜
25
日
㈫

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
２
）

1 1月は「男女共同参画月間」“支え合い、分かち合い、そして豊かに”
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合
会
お
よ
び
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
、
女
性
の
人
権
問
題
に
取

り
組
む
一
環
と
し
て
、
女
性
が
気
軽

に
悩
み
を
相
談
で
き
る
専
用
の
電
話

相
談
窓
口
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

男
女
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、「
全
国
一
斉
強
化
週

間
」
を
定
め
、
受
付
時
間
を
充
実
し

て
相
談
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
強
化
期
間
＝
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

▼
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
７
時
（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午

　

後
５
時
）

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

　

局
職
員

▼
専
用
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

  

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９

◎
農
業
日
誌
（
Ｂ
６
判
）
１
４
０
０
円

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
（
Ｂ
５
判
）

　

１
４
０
０
円

◎
新
農
家
暦
（
Ａ
５
判
）
３
６
０
円

▼
申
込
期
限
＝
11
月
17
日
㈪

※
掲
載
し
て
あ
る
価
格
は
、
予
約
価

　

格
で
す
。
通
常
価
格
と
は
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
１
）

問

問

申
問問

申 ▼
日
時
＝
11
月
16
日
㈰
、
12
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
両
日
）

▼
会
場
＝
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合　

管
理
事
務
所
２
階

▼
定
員
＝
各
日
と
も
15
人

▼
受
講
料
＝
１
０
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

常
総
地
方
広
域
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
事
務
局
☎
48
‐
２
３
３
９

伊
奈
高
校
の
公
開
授
業

▼
日
時
＝
11
月
25
日
㈫　

午
後
１
時

　

〜
４
時
30
分

▼
会
場
＝
県
立
伊
奈
高
等
学
校

▼
対
象
者
＝
中
学
生
の
保
護
者
の
方
々

　

茨
城
県
で
は
、
結
婚
し
家
庭
を
築

く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
出
産
・
子
育

て
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

●
11
月
16
日
㈰
（
家
庭
の
日
）

▼
「
い
ば
ら
き
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ　

Ｃ
ｌ
ｕ

　

ｂ
カ
ー
ド
」
協
賛
店
舗
で
の
特
別

　

優
待
サ
ー
ビ
ス（
参
加
店
舗
の
み
）

▼
子
育
て
相
談
会
、
啓
発
グ
ッ
ズ
配

布
な
ど
の
ま
ち
か
ど
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
11
月
24
日
㈪
（
振
替
休
日
）

▼
親
子
の
き
ず
な
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

・
会
場
＝
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

・
入
場
料
＝
無
料

・
内
容
＝
子
守
唄
コ
ン
サ
ー
ト
、
子

　

育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

　
　

   

茨
城
県
子
ど
も
家
庭
課
少
子

化
対
策
室

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
２
６
１

　

法
務
省
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

結
婚
・
子
育
て
わ
く
わ
く

　
　
　

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

申
問

女
性
の
人
権

　
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

茨
城
県
近
代
美
術
館
で
は
、
国
民

文
化
祭
美
術
展（
洋
画
・
彫
刻
）開
催

期
間
中
に
、
ご
家
族
や
お
友
達
と

一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
ま
し

国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き

２
０
０
８　

関
連
イ
ベ
ン
ト

　
　

 

in 

茨
城
県
近
代
美
術
館

た
。
入
場
は
無
料
で
す
。
美
術
館
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

●
講
演
会
「
茨
城
の
作
家
と
近
代
美
術
」

　

講
師　

金か
ね
こ子

一か
ず
お夫

氏（
茨
大
教
授
）

▼
日
時
＝
11
月
2
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所
＝
近
代
美
術
館
講
堂

▼
定
員
＝
先
着
２
５
０
人

●
作
家
制
作
実
演

　

作
家　

山や
ま
な
か中
宣の
ぶ
あ
き明
氏（
画
家
）、
福ふ
く

　

島し
ま

康や
す
え恵
氏
・
稲い
な
ば葉
朗
あ
き
ら

氏（
彫
刻
家
）

▼
日
時
＝
11
月
3
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所
＝
近
代
美
術
館
講
座
室
・
地

　

階
入
り
口
前

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

講
師　

洋
画
部
門
・
磯い
そ
ざ
き崎
俊と
し
み
つ光
氏

　
（
画
家
）、
彫
刻
部
門
・
一い
っ
し
き色
邦く
に
ひ
こ彦

　

氏
（
彫
刻
家
）

▼
日
時
＝
各
部
門
と
も
11
月
9
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
集
合
場
所
＝
洋
画
部
門
・
２
階
企

　

画
展
示
室
入
り
口
、
彫
刻
部
門
・

　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
受
付
前

　

  

茨
城
県
近
代
美
術
館

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
５
１
１
１ 

Ｔ
Ｘ
ダ
イ
ヤ
改
正
で

　

ま
す
ま
す
便
利
に
！ 

　

10
月
１
日
か
ら
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
朝
の
通

勤
・
通
学
時
間
帯
の
混
雑
解
消
と
、

昼
間
時
間
帯
の
利
便
性
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

　

み
ら
い
平
駅
で
は
、
普
通
列
車
と

区
間
快
速
列
車
の
1
日
当
り
の
合
計

増
便
数
が
、
平
日
で
上
り
15
本
、
下

り
12
本
、
土
曜
・
休
日
で
上
り
16
本
、

下
り
15
本
と
増
便
さ
れ
、
利
便
性
が

向
上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
み

ら
い
平
駅
お
よ
び
Ｔ
Ｘ
各
駅
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

秋季全国火災予防運動週間「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」　11月９日～ 15日　

  

回
収
し
ま
す

   

ご
家
庭
の
古
い
電
話
帳

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
域
環
境

保
護
、
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
、

「
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

へ
」
の
考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
員
が
各
ご

家
庭
に
11
月
中
に
届
け
た
際
に
、
古

い
電
話
帳
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

不
在
な
ど
の
た
め
古
い
電
話
帳
を

回
収
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
改
め

て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０(

５
０
６)

３
０
９

　ＴＸキャラクター

　　　　
『スピーフィ』

 

ビ
デ
オ
編
集
講
座

   　
「
パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」

▼
内
容
＝
公
開
授
業
、
学
校
説
明
会

　

部
活
動
見
学
な
ど

※
希
望
者
は
電
話
で
事
前
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

県
立
伊
奈
高
等
学
校

☎
58
‐
６
１
７
５

問
申

  
農
業
日
誌
・

　

  
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
販
売

　

予
約
希
望
の
方
は
、
企
画
政
策
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
４
９　
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国保加入者の　　　　　  のお知らせ人間ドック
脳ド ッ ク

先着140人！

先着80人！

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111
　(内線1180 ～ 1187)

受
付
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　
（
※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

助
成
額

　

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
1
万
7
千
円

　

・
脳
ド
ッ
ク
＝
2
万
8
千
円

提
出
先

　

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　

・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課

対
象
者

　
　

満
年
齢
40
歳
以
上（
検
査
当
日
）

　

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
　

た
だ
し
、
次
の
方
は
助
成
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方

　

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
方

　

○
人
間
ド
ッ
ク
＝
先
着
１
４
０
人

　

○
脳
ド
ッ
ク
＝
先
着　

８
０
人

申
込
方
法

　
　

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
ま
た
は

　

 

谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
、「
検

診
料
助
成
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
後
、
助
成
金
受
給
者
証
を

　

郵
送
し
ま
す
。

☆
注
意
事
項
☆

　

・
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
両

　

方
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

・
平
成
18
・
19
年
度
に
脳
ド
ッ
ク

　

の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
脳

　

ド
ッ 

ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○実施医療機関○
医　療　機　関　名 住　　所 電話番号 備　考

牛久愛和総合病院 牛久市猪子町896 ☎ 029 - 873 - 3111
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター 阿見町中央3 - 20 - 1 ☎ 029 - 887 - 4563
総合守谷第一病院 守谷市松前台1 - 17 ☎ 0297 - 45 - 5111
筑波学園病院 つくば市上横場2573 - 1 ☎ 029 - 836 - 1355
筑波記念病院（つくばトータルヘルスプラザ） つくば市要1187 - 299 ☎ 029 - 864 - 3588
筑波メディカルセンター（つくば総合検診センター） つくば市天久保1 - 2 ☎ 029 - 856 - 3500
取手協同病院 取手市本郷2 - 1 - 1 ☎ 0297 - 74 - 5551
守谷慶友病院 守谷市立沢980 - 1 ☎ 0297 - 45 - 3311 人間ドックのみ
取手北相馬保健医療センター医師会病院 取手市野々井1926 ☎ 0297 - 71 - 9500
きぬ医師会病院 常総市新井木町13 - 3 ☎ 0297 - 23 - 1771
つくば白亜クリニック つくば市真瀬918 - 1 ☎ 029 - 837 - 0208 人間ドックのみ
鳥越クリニック 牛久市女化町223 - 5 ☎ 029 - 874 - 8823
藤代病院 取手市下萱場225 ☎ 0297 - 83 - 7177
龍ヶ崎済生会病院 龍ヶ崎市中里1 - 1 ☎ 0297 - 63 - 7111
宗仁会病院 取手市岡1467 ☎ 0297 - 85 - 8341
丸野医院 取手市稲853 ☎ 0297 - 74 - 4199 脳ドックのみ

☆詳しい検査項目・本人負担額などは、各医療機関へご確認ください。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
に
、
疾
病
の
早
期
発

見
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
本
年
度
の
助
成
予
定
人
数
に
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
康
指
導
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
   11月 ３日 ㈪　 10日 ㈪
　　    17日 ㈪     23日 ㈰
        　24日 ㈪
※特別整理期間（本館）
　11月27日㈭～
　　　　12月４日㈭
読み聞かせ会（虹の会）
　11月８日 ㈯
　　午後２時　小学生まで
おはなし会
 　11月22日 ㈯

　　午後２時
　　３歳～７歳くらい
開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

◆
◆ 

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ 

◆
◆

　

市
立
図
書
館
本
館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め

次
の
期
間
を
休
館
し
ま
す
。

秋の夜長をこの本で・・・
　 　～心の栄養を補給しませんか～

　秋です。秋といえば、食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋、そして読書の秋。皆さんの今
年の秋はいかがでしょうか？

　市立図書館では、季節・行事などにあわせたテーマの特設コーナーを設けて、本を紹介し

ています。

　これまでは、子ども向けの本が主でしたが、現在は、秋の絵本と併せて、大人向きに映画

の原作になっている本のコーナーを設けました。なかなかの好評です。

　秋の夜長をぜひ読書で・・・・・とお考えの方は、特設コーナーから本を選んでみませんか？

●映画「いのち・ぼうにふろう」

　原作　「深川安楽亭」　山
やま

本
もと

周
しゅう

五
ご

郎
ろう

 著

●映画「蜘蛛巣城」　

　原作　「マクベス」　シェイクスピア 作

●映画「容疑者Ｘの献身」

　原作　東
ひが

野
しの

圭
けい

吾
ご

 著

●映画「白い犬とワルツを」

　原作　テリー・ケイ 著

　原作本の題名と映画のタイトルが異なる

ものもあります。

あなたが読みたい本は・・・映画原作本コーナーを
用意しています

◆映画のタイトル・原作本◆

●
休
館
期
間　

11
月
27
日
㈭
〜
12
月
４
日
㈭

●
貸
出
変
更
期
間　

11
月
14
日
㈮
〜
26
日
㈬

　

※
小
絹
分
館
は
、
特
別
整

理
期
間
中
（
12
月
１
日
、
４

日
を
除
く
）
も
開
館
し
て
い

ま
す
。
分
館
所
蔵
の
資
料
の

み
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ほ
か
の
図
書
館
か
ら
の
取
寄

や
資
料
の
予
約
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

　
◆
特
別
整
理
と
は････

　

蔵
書
資
料
を
点
検
し
て
、

不
明
に
な
っ
て
い
る
資
料
や

長
期
間
返
却
さ
れ
な
い
資
料

な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
料
の
並
べ
方
や

表
示
の
仕
方
の
変
更
・
更
新

な
ど
、
開
館
中
に
は
で
き
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
実
施

し
、
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
の
間
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
通
常
の
貸
出
冊
数
５
冊
ま
で
・
貸
出
期
間
2

週
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
10
冊
ま
で
、
３
週
間
の
貸
し
出
し
が
で
き

ま
す
。
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保 

健 

だ 

よ 

り

　
　
　
　

〜
各
種
検
診
、
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
〜

◆
◆　

成
人
歯
科
検
診　

◆
◆

　
『
歯
周
病
』
は
歯
を
失
う
原
因
と

な
る
口
の
中
の
病
気
で
、
成
人
の
約

　

専
用
電
話
（
☎
25
‐
２
９
８
３
）

ま
た
は
健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
奈
保
健
セ
ン

タ
ー
）
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
こ
れ
以
外
の
方
法
で
の
受
け
付

け
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
一
世
帯
の

ご
家
族
以
外
の
申
し
込
み
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
申
込
期
間
中
で
も
、
定
員

検 診 日 会     場 申 込 期 間 定 員
検診日当日の

受付時間

12月６日㈯
谷和原保健福祉

　　センター 10月29日㈬
　～ 11月７日㈮
　

各日

20人

  午後１時30分

　　　　～４時
12月８日㈪

伊奈保健　　　

　センター

　

市
で
は
、
ご
自
身
の
骨
の
量
（
骨

密
度
）
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
常

生
活
の
中
で
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防

し
て
も
ら
う
た
め　
『
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
』
を
実
施
し
ま
す
。
病
気
に

か
か
っ
て
か
ら
治
す
の
で
は
大
変
で

す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
、

年
に
一
度
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
検
診
内
容

　
　

足
の
か
か
と
に
超
音
波
を
あ
て
、

　

骨
の
量
を
測
定
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
　

18
歳
以
上
の
市
民
の
方

▼
負
担
金

　
　

５
０
０
円

【成人歯科検診予定表】

８
割
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
進
行
す
る
た
め
、「
歯
が
動
く
」、

「
歯
が
痛
い
」
と
自
覚
す
る
こ
ろ
に

◆
◆　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診　

◆
◆

検診日 申込期間
午前 会場 午後 会場

午前９時30分
～ 11時

午後１時30分
　～３時

12月5日㈮
11月4日㈫
  ～ 10日㈪

　伊奈保健

　　センター

谷和原保健

福祉センター

平成21年
   2月20日

平成21年
 １月26㈪
   ～ 30日㈮

小絹コミュニ
ティセンター

　伊奈保健
　　センター

【骨粗しょう症検診予定表】

◆
◆　

健 

康 

相 

談　

◆
◆   

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始
か
ら
30

分
は
、
電
話
が
集
中
し
て
大
変
か
か

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
申
込
時
に
、「
健
診
項
目
」「
氏
名
」

「
住
所
」「
生
年
月
日
」「
電
話
番
号
」

を
お
聞
き
し
ま
す
。

各
種
検
診
の
申
し
込
み
方
法

　

ご
自
分
や
ご
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
相
談
で
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
健
康
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
血
圧
や
体
脂
肪
の
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
健
康
相
談
〉

　

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
移
動
健
康
相
談
〉

　

毎
月
市
内
の
各
会
場
を
回
り
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
会
場
へ
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
健
康
相
談
の
ほ
か
に

も
、
ふ
だ
ん
家
庭
で
飲
ん
で
い
る
お

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
や
、
肩
や
ひ
ざ

の
痛
み
・
転
倒
な
ど
を
予
防
す
る
簡

単
な
体
操
も
行
い
ま
す
。
11
月
・
12

月
の
実
施
日
お
よ
び
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
実
施
日
・
会
場

　

◎
11
月
10
日
㈪
＝
田
営
農
研
修
セ

　

ン
タ
ー

　

◎
12
月
8
日
㈪
＝
下
平
柳
公
民
館

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
容
＝
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

　

よ
る
健
康
相
談
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

　

ビ
リ
体
操
指
導
士
に
よ
る
健
康
体

　

操
、
各
種
検
査
（
血
圧
測
定
、
体

　

重
・
体
脂
肪
測
定
、
尿
検
査
、
各

　

家
庭
の
汁
物
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
）

は
症
状
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
虫
歯

と
同
様
に
、
歯
周
病
の
予
防
に
は
専

門
家
に
よ
る
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
歯
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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11 月保健カレンダー
４ 火 健康増進室利用講習会　午前９時～

５ 水

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
２歳児歯科健診　午後１時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成18年９・10月出生児

６ 木

ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～
離乳食教室（予約制）前半：午後1時～ 2時
　　　　　　　　　　後半：午後2時30分～ 3時30分
　場所：伊奈保健センター

７ 金

ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
２歳児歯科健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成18年９・10月出生児

８ 土 みらい健診①（予約制）午前６時30分～ 10時
　場所：谷和原保健福祉センター

10 月
移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　場所：田営農研修センター

11 火

みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：きらくやますこやか福祉館
こころの健康相談(予約制) 午後1時30分～ 3時30分
　場所：谷和原保健福祉センター

12 水

みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：谷井田コミュニティセンター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～

13 木

みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：（前半）寺畑ふるさと会館
　　　   （後半）小絹コミュニティセンター
ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

14 金

みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：小絹コミュニティセンター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

15 土 健康増進室利用講習会　午後１時～

17 月

育児相談（予約制）午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原保健福祉センター
３～４カ月児健診　午後１時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成20年７・８月出生児

18 火
ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原公民館
　対象：生後１～ 12カ月の乳児と保護者

19 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
健康増進室利用講習会　午後６時30分～　

20 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

21 金

ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
３～４カ月児健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成20年７・８月出生児

22 土
パパ・ママ教室（予約制）　午前９時～
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：ご夫婦で参加できる方

23 日 健康増進室利用講習会　午後１時～

25 火
みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：谷和原保健福祉センター

26 水

みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～

27 木

みらい健診②　前半：午前９時30分～ 11時
　　　　　　　後半：午後１時30分～ 3時
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

28 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

＜健康増進室利用について＞

●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。
●申 込 日　
10月22日㈬～受付開始
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
　都合により休講、または変更になる場合があります。
●定 員　各日とも17人　（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参　  加 　 費　１００円（免除制度あり）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

　★健康増進室の利用時間
　　・火～土曜日：午前９時～午後８時30分
　　・日　曜　日：午前９時30分～午後７時30分
　　※月曜日は休室になります。

◆問い合わせ先・申し込み先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
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　日　程

 

　

　法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）
　　　　　　　　　　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　予約・問い合わせ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

休日当番病院（11月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

11月2日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

3日㈷ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

9日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

16日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

23日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

30日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

小児科救急当番病院（11月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（全域）
業　者　名 連　絡　先

（株）シイナクリーン 0297-58-3566

関東商事（株） 0298-36-3007

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

行政相談

教育相談
　市では、次の２カ所で教育相談を行ってい
ます。
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・
友人関係・受験・カウンセリングなど何でも
結構ですのでご利用ください。
　来所相談のほか、電話相談も受け付けてい
ます。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）

　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　●相談員　羽

は

田
た

　暁
さとる

　さん（元小絹中学校校長）

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識

が見えにくい」「郵便ポストが近くにない」など、

困っていることはありませんか？

　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　11月20日(木)

　　　　　　午後１時30分～３時30分

　場　　所　谷和原保健福祉センター　会議室

　　また、随時相談を受け付けています。

　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　11月４日㈫　法律相談(弁)…保健福祉センター
　　　11日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館
　　　17日㈪　心配ごと相談…すこやか福祉館
　　　　　　　　　  〃　　　 保健福祉センター
　　　18日㈫　法律相談(司)…保健福祉センター
　　　25日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館

※11月１日㈯から収集区域の地区指定はなくなりますので、いずれ
かの業者に依頼してください。

日曜日開庁のお知らせ(11月）

     谷 和 原 庁 舎
               （第１・第３日曜日）

2日・16日

     伊 奈 庁 舎
              （第２・第４日曜日）

9日・23日

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
【税務関係】　
　　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車車検用
　　納税証明書などの発行
　　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参の場合
　　のみ）の収納
【住民関係】
　　戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印鑑登録　
　　および印鑑証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）
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水道漏水修理当番（11月）

　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ

ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579

２ 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 4854
３ 祝 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
４ 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 常磐興業㈱ 52 - 2203
５ 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常総土木工業㈱ 52 - 5357
６ 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
７ 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱豊島産業 52 - 3335
８ 土 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
９ 日 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
10 月 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲片見設備工業 52 - 5804
11 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
12 水 ㈱山田組 58 - 2351 谷原建設㈱ 52 - 2298
13 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷口設備工業 52 - 2619
14 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 常磐興業㈱ 52 - 2203
15 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
16 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52‐2741
17 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
18 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
19 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
20 木 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
21 金 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
22 土 松本工業㈱ 58 - 2187 谷原建設㈱ 52 - 4854
23 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
24 祝 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
25 火 ㈱山田組 58 - 2351 常総土木工業㈱ 52 - 5357
26 水 松本工業㈱ 58 - 2187 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
27 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱豊島産業 52 - 3335
28 金 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
29 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲川口商事 52 - 3286
30 日 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲片見設備工業 52 - 5804

火災・救急統計
●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

9月分
1件

　0件
0件
1件

　9月分
8件
48件

　12件
68件

20年分
8件

　3件
11件
22件

20年分
145件
640件

　190件
975件

11月の納税など
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ６ 期
保 育 料　　　1 1 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　1 1 月 分
水 道 使 用 料　　　９ 月 分
下水道受益者負担金　　　第　３　期
下 水 道 使 用 料　　　９ 月 分
農 集 排 使 用 料　　　９ 月 分
コ ミ プ ラ 使 用 料　　　９ 月 分
住 宅 使 用 料　　　1 1 月 分
地 　 代　　　1 1 月 分

☆納期限は12月1日㈪です。

市
長
９
月
の
動
静
（
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

１
日
㈪
＝
庁
議

２
日
㈫
＝
定
例
記
者
会
見

３
日
㈬
＝
議
会

４
日
㈭
＝
議
会

５
日
㈮
＝
議
会

８
日
㈪
＝
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
激
励

９
日
㈫
＝
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
激
励

11
日
㈭
＝
葬
儀
（
行
政
協
力
員
）

15
日
㈪
＝
市
高
年
芸
能
発
表
大
会
、
敬
老
お
祝
い
訪
問

18
日
㈭
＝
議
会

21
日
㈰
＝
板
橋
小
学
校
運
動
会
、
防
災
訓
練

22
日
㈪
＝
市
新
規
採
用
職
員
口
述
・
体
力
試
験

24
日
㈬
＝
市
新
規
採
用
職
員
口
述
・
体
力
試
験

26
日
㈮
＝
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
入
札

29
日
㈪
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

　広報つくばみらい9月号13ページ、「市

内小中学生ジュニアオリンピックに出

場」中、生
しょう

水
ず

太
たい

陽
よう

さんの学年に誤りがあ

りました。次のとおり訂正し、おわびい

たします。

　　　誤「１年」➡正「６年」

おわびと訂正
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地
域
活
動
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？
「
町

の
清
掃
」、「
近
所
の
お
年
寄
り
の
話

し
相
手
」
な
ど
色
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
も

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
地
域
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
お
互

い
に
連
携
し
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
充
実
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会

に
は
24
グ
ル
ー
プ
で
、
約
５
３
０
人

の
会
員
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
活
動
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
自
分
の
住
む
地
域
が
笑
顔
で
あ
ふ

れ
る
と
、
あ
な
た
の
人
生
が
も
っ
と

楽
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会

谷
和
原
支
所
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
25
‐
２
１
０
１

つ
く
ば
み
ら
い
の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

◆
設
立
時
期　

平
成
16
年
９
月
26
日

◆
会  

員  

数　

40
人

◆
会
の
目
的　

奉
仕
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
通
し
て
地
域
社
会
の

　
　
　
　
　
　

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
共
に
、
豊
か
な
人
生
を
語
り

　
　
　
　
　
　

合
い
、
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
を
図
る

◆
活
動
実
績　

①
第
三
の
人
生
を
考
え
る
集
い
を
開
催　

②
菜
の
花
プ

　
　
　
　
　
　

ロ
ジ
ェ
ク
ト 　

③
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン                      

【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】 

　
「
菜
の
花
の
里
」
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
。

　

晩
年
を
ど
う
生
き
る
か
を
み
ん
な

で
考
え
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
生
ま
れ

た
の
が
こ
の
会
で
あ
り
、
次
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

食
楽
は
、
食
改
（
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
）
の
推
進
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
楽
し
く
学
び
合
い
、
押
し

上
げ
合
い
な
が
ら
、
地
域
に
貢
献
す

る
の
が
目
標
で
す
。　

◆
設
立
時
期　

平
成
18
年
５
月

◆
会  

員  

数　

51
人

◆
会
の
目
的　

食
を
通
し
て
、
心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
と
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す
る

◆
活
動
実
績　

配
食
サ
ー
ビ
ス
・
会
食
サ
ー
ビ
ス
の
調
理
、
男
性
料
理

　
　
　
　
　
　

教
室
、
子
ど
も
ま
つ
り
な
ど
各
種
事
業
協
力
、
魚
の
下

　
　
　
　
　
　

ろ
し
教
室
な
ど
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア                      

　

配
食
・
会
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
主

婦
力
を
生
か
し
、
一
手
間
と
愛
情
を

込
め
て
調
理
し
、
真
心
を
届
け
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
料
理
教

室
や
各
種
協
力
事
業
は
、
共
に
学
ぶ

場
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
学
歴
よ
り
食
歴
」

で
す
。「
自
分
の
身
体
は
食
べ
物
か
ら

で
き
て
い
る
」
こ
と
を
理
解
し
、
食

に
関
し
て
自
立
し
た
生
き
方
を
す
る

こ
と
が
、健
全
な
心
と
身
体
を
培
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で
守
る

⑴　

年
１
回
「
考
え
る
集
い
」
を
開
催

⑵　

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

⑶　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
の
開
講

　

右
の
事
業
の
う
ち
、
メ
イ
ン
と
な

る
の
は
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
休
耕
地
に
菜
の
花
を
咲
か
せ
、

油
を
搾
っ
て
、
純
正
菜
タ
ネ
油
の
食

用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

か
ら
休
耕
地
を
な
く
し
、「
菜
の
花
の

里
」
づ
く
り
を
進
め
、
菜
タ
ネ
油
を

バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
地
球
温
暖
化
防

止
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
事
業
に

し
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
58
‐
０
１
３
１　

野の

口ぐ
ち

知
恵
を
共
に
学
び
、
日
本
の
食
文
化

を
伝
承
す
る
「
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
を
通
し
て
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
と
活
性
化
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。
各
種
行
事
に
参
加

し
て
み
た
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

☎
58
‐
３
５
９
６　

杉す
ぎ

尾お

菜の花プロジェクトでの活動の様子

男性料理教室での様子

問

問

第 

三 

の 

人 

生 

を 

考 

え 

る 

会

食　
　
　
　
　
　

楽

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり




